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先月の振り返り: 2月のドル円相場は104円半ば～106円後半で推移。雇用統計の結果はさえなかった
ものの、この結果をきっかけに米国追加経済対策の期待感が高まったこともあり、105円台後半まで
ドル高が進んだ。ところが米当局者のハト派発言やパウエルFRB議長の緩和的な金融政策が必要との
発言が重しとなり、ドル円は104円台半ばまで値を崩す結果になったが、月中には良好な米経済指標
もあり他通貨による対ドル売りの流れが一服したことでドル買いが優勢となり、ドル円は一時106円

台前半を回復した。106円台を達成したことでやや利食い売りが見られたものの、月末にかけてNYダ

ウやビットコインの急落、ユーロやポンドなどのリスク選好通貨への売り圧力が強まったことで、

ドル円は一段高の展開で2月を終えた。
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EXTRA VISION

　米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）

　英中銀政策金利

　日銀金融政策決定会合

今後の展開: これまでマーケットをけん引してきたユーロやポンド、オセアニア通貨

などの上昇に一服感が出てきたことで、マーケットのリスク選好ムードが縮小してき

た。これまでマーケットの後押しとなった金融緩和もコロナワクチン接種の効果が期

待でき経済活動が回復する兆しが見えてきたことで、徐々に金融緩和縮小へ向かうこ

とになりそうだ。対ドルで買われていた通貨を売る状況がドル買いの後押しともなっ

ており、今後のトレンドにも期待ができるのではないだろうか。
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